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Increased ratio of FoxP3+ regulatoηT T cells/CD3+ T cells in skin. Iesions in drug-induced 

hypersensitivity syndrome/drug rash with eosinophilia and systemic symptoms 

薬剤性過敏症症候群(DIHS)の皮疹部において CD3陽性T細胞数に対する FoxP3陽性制御性T

細胞数の割合は増加している
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論文審査の要旨

薬剤性過敏症症候群 (DIHS)は遅発性に発症し、日N-6の再活性化を伴う重症

薬疹である。 DIHSと移植後 GVHDの病態には共通点が多いが、皮膚障害の程度が

異なる。 DIHSでは表皮障害は軽度で表皮ケラチノサイトの壊死を認めないのに

対して、後者では表皮剥離を伴い表皮ケラチノサイトも壊死している。本研究

では皮膚病変部に浸潤している制御性 T細胞(Treg)を解析することにより、こ

の両者の病態の相違を明らかにしている。

DIHS、GVHD、紅斑丘疹型薬疹 (MDE)の3群において皮膚生検標本を用いた免

疫組織化学染色により、 DIHSの皮疹部における浸潤 CD3陽性T細胞数に対する

FoxP3陽性Tregの割合は、 GVHD及びMDEと比べ有意に増加していた。またこの

割合は、発症からの日数に伴って増加しており、発症後 2週間以降の HHV-6再

活性化時期にむけて増加傾向を示した。 t

本研究では、 DIHSの表皮障害が GVHD-と比べて軽度であることの原因を明らか

にし、 DIHSにおける HHV-6の再活性化機序の解明につながる結論を導き出して

いる。不明な点が多かったDIHSの病態解明に迫る成果であり、公聴会における

質疑応答も的確であり、参考論文と合わせて医学博士の学位に十分値する研究

であると評価する。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに医学の進歩に寄与す

るところが大きいと認める。
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